
● 業績  

【2020活動】 

１．2021 年 5 月 19 日 循環器内科留学中の Dr.Fayez Khalid S. AlAhmadi による English Conference

（座長 小川愛子先生） 

2．急患時のオンライン通訳導入に向けた検討（和田・中村） 

  

● 外国人診療の手助けに、１６か国語診療補助表というのが、以前より、救急外来、地域連携室に用

意しています。2016 年 10 月に、COMEDIX の国際医療協力室のところにアップしました。該当の国の部

分をコピーしてお使いください。 

● 日本語のわからない外国人への対応図です。 

 

 日本語のわからない外国人への対応  

        

  外国人来院 

医事科          

  

 

 

   通訳が必要な外国人 

 

 

 

   16か国語診療補助表・機械翻訳などの活用 
        ＣｏＭｅｄｉｘの委員会・ＷＧ一覧の国際医療協力室にある。 

（必要な外国語をコピーする） 

        医事用、担当科医師用、患者用で 1セット。 

        それでも通訳が必要な場合は下記に電話 

 

 

 

国際医療協力室 
 室長 中村 信（（8844）  副室長 秋山一郎（8512） 

 医事専門職、和田吉弘（8303） 

 

 

 

英語：小川愛子（８１２５） , ドイツ語:市川孝治（８５８９） 

その他の言語は、すぐには無理です。 

                                （2021年 3月 国際医療協力室） 

 

リソースナース室                           室長 溝内 育子 

 

●活動目的 

 特定分野の知識及び技術を深め、熟練した看護技術と知識を用いて水準の高い看護実践を行い、

組織横断的に看護ケアの質の向上に資することを目的とする。 

 

●活動目標 

 １．看護の専門分野の知識・技術を活用し直接的ケアを通して看護ケアに貢献する。 

 ２．看護部教育委員会と連携し、院内教育を支援する。 

 ３．リソースナース室活動を院内にアピールし新たな後輩を育成する。 

 ４．リソースナース室活動を院外へ広報誌、地域医療連携につなげる。 

 

●活動状況 

１．リソースナース室会議  1回/月開催  

    リソースナース室活動目的・目標に沿ったグループ活動 

２．研修会、講演会の企画・開催 

１）院内活動 

（１）看護の質向上グループ 

  クリニカルラダー・教育体制の再構築 WG と協働し、令和 3 年度看護部院内教育プログラム

の一部として、エキスパートナースコース研修プログラムを検討した。次年度から、「がん看

護（緩和ケア・がん薬物療法・がん放射線療法）」「感染管理」「糖尿病看護」「皮膚・排泄ケ

ア」の 4分野のエキスパートナースコースを開講することとなり、研修計画案を作成した。 

（２）広報グループ 

  ①リソースナース室活動を院内へ広報誌やポスターを使ってアピールし、リソースを活用し

やすい環境作りに努めた。 

  ②リソースナース便りの発行（1回/3 カ月 回覧板で全職員向け） 

  ③リソースナースポスターの掲示（1回/3 カ月 1階職員用エレベーターホール） 

   内容：リソースの活動の PRや各分野のトピックスなどのお知らせ 

  ④広報誌 ジャーナルへの投稿 （4回/年） 

 

 ２）院外活動 

  （1）2020年度 もも脳ネット 多職種連携強化のための研修会：コロナ禍での地域連携 

2021年 1月 24日  「新型コロナウイルス感染症の感染対策」  

講師：原清美 

    （2）「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム 20 

2021年 2月 5日  「NICUの入学生と卒業生、NICU入院時の予後・ファミリーケア」  

講師：國安ゆかり 

    (3)「看護師のアセスメント能力向上を目指して」 

 2020年 8月 29日 フィジカルアセスメント①基礎編  講師：中山智代美 

 2020年 10月 3日 フィジカルアセスメント②呼吸器編  講師：中山智代美 

       2020年 10月 17日 フィジカルアセスメント③循環器編  講師：中山智代美 

     (4) 岡山県看護協会 「高齢者施設での看護（褥瘡・排泄編）」 

       2020年 11月 17日  講師：松田晶代 
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    （5）Conva Tec ストーマケアオンラインセミナー  

「オーバーハングしている硬い腹壁への追従性～エスティームやわらか凸を使用して～」 

2020年 10月 17日  講師：松田晶代 

    （6）令和 2年度 岡山看護協会 「最近の医療の動向と看護の役割」  

2020年 9月 4日、令和 2年 12月 4日  講師：山下睦子 

    （7）新生児蘇生法 A コース講習会 

2020年 12月 3日  インストラクター：室井晃子 

    （8）令和 2年度 リエゾン養成研修会 

      2021年 1月 27日  ファシリテーター：國安 ゆかり 

      

３）各職場での活動 

    （1）各部署での活動（実践・指導・相談・調整・教育・研究・倫理調整） 

    （2）入院基本料等加算の算定 

がん拠点病院加算、がん患者指導管理料（イ）（ロ）、褥瘡ハイリスク患者ケア加算、認知症ケア 

加算、感染防止対策加算（1）（2）、糖尿病合併症管理料（フットケア外来）、排尿自立指導料 

人工肛門・人口膀胱造設術前処置加算、早期離床リハビリテーション加算、呼吸ケア 

チーム加算 

 

表１ リソースナースが係る医療活動の実績（算定件数） 

チーム名 担当者 診療報酬 年間件数 

感染対策 

チーム 

感染管理認定看護師 

溝内・原 

対策加算１+連携加算+抗菌薬 12,695 

褥瘡対策 

チーム 

皮膚・排泄ケア 

認定看護師 

松田 

在宅療養指導料（170点） 86 

ストーマ処置（1個：70点） 407 

ストーマ処置（2個：100点） 8 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算（500点） 1,164 

人工肛門・人工膀胱造設前処置加算（450点） 30 

がん化学療法 川口 外来化学療法  加算 A（15歳以上 600点） 3,756 

外来化学療法  加算 B（15歳以上 6450点） 210 

糖尿病患者 

フットケア 

本多 糖尿病合併症管理料（170点/月 1 回） 24 

がん患者 

カウンセリング 

山下・坂本・三谷・ 

川口・大口・市・阪倉 

がん患者指導管理料１（500点） 284 

がん患者指導管理料 2（200点） 94 

排尿ケア 松田・研修修了者 排尿自立支援加算（200点/週 1 回 12 週まで） 2,612 

外来排尿自立指導料（200点/週 1回 12週まで） 241 

認知症加算 大口 認知症ケア加算 7,656 

 

   （3）がん相談支援センター 相談件数  537件 

（4）インターンシップ講義や看護学生の就職ガイダンス等へ参加し、活動内容を紹介 

     インターンシップ開催：令和 2年 4月 25日、4月 26日、5月 2日、5月 3日 

母乳育児推進室                                    室長  多田 克彦 

 

● 活動目的 

1） WHO／UNICEF「母乳育児がうまくいくための 10 のステップ（2018 年改訂）」に基づき、継続的

且つ包括的に母乳育児を支援することを目的として、母乳育児推進室を設置し組織的に運営

を行う。 

2） 支援の対象は、当院で出生した健康な正期産新生児だけでなく、NICU・小児科病棟などに入

院する病児とその母親、疾患を持つ母親など、すべての児と母親、その家族とする。 

3） 母乳育児中の母子だけでなく、疾患などのために母乳育児ができない母子に対しても適切な

支援を提供する。 

 

● 活動状況 

1．推進室会議：2か月に 1回開催 

2．院内活動 

a） 研修 

a） 新採用者向け研修：赤ちゃんにやさしい病院（BFH）オリエンテーション（多田克彦母乳育

児推進室長）→2020 年度中止 

b） 初期研修医・学生向け研修： 

① 4 月「妊娠・授乳と薬剤」大岡尚美（産婦人科）中村和恵（新生児科） 

② 6 月（助産学生）1 月（看護学生）「BFH とは」柚木直子（6A）中村和恵（新生児科） 

b） 院内での連携・啓発活動 

a） 各病棟からの授乳婦の母乳育児相談（随時） 

b） 妊娠・授乳と薬剤に関する相談（妊娠と薬外来、薬剤部と連携） 

c） 児が NICU に入院した母子分離の母親の 2週間健診開始（4 月～） 

d） 退院後の支援の再編：乳房センター→子育て支援センターと名称を変更し、乳房ケアにと

どまらない子育て支援を目指す（2021 年 1 月～） 

e） 「赤ちゃんにやさしい病院」職員認知度アンケートの実施（2021 年 2 月） 

3．院外への情報発信 

a） 保健医療従事者対象 

a） 小児救急医療研修（成育医療研修） ：講義・病棟見学→2020 年度中止 

b） 岡山県看護協会・新人助産師研修： 

講師：有道順子（外来）小谷教恵（6A）、多田克彦（産婦人科）、中村和恵（新生児科） 

c） BFH 連絡会議参加（オンライン）11 月 15 日：有道順子、常久幸恵、柚木直子、中村和恵 

b） 患者様ご家族、一般の方対象 

a） わいわいサークル 毎週木曜、月 1回ミニ講座開催（離乳食・虫歯予防・子どもの服薬・救

急時の対応など）→感染対策のため現在休止中 

b） 病院フェスタ：BFHや乳児栄養に関する情報提供、啓発活動→2020 年度中止 
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